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Ⅰ．はじめに
フリースタイルモーグルという競技は，ターン，エア，
タイムの３項目を得点化して勝敗を競う採点種目である。
国際スキー連盟（FIS）が規定するモーグルコースは，
全長２３５m±３５m，斜度２８±４の斜面に，スタートから
全長の１５％の位置に第１エア台そしてゴールから全長の
２０％の位置に第２エア台が設置され，第１エア台と第２
エア台はミドルセクションといわれ全長の６５％の長さに
定められている。このような長さと斜度のコースを選手
たちは，数多くあるコブの雪面に対して上体をぶらさず
にターン操作しながら３０秒前後のタイムで滑走するため，
下肢の筋力や敏捷性に加えてミドルパワーにより運動を
継続する体力要素が求められる。
スキー滑走中に発生する傷害部位は膝関節が最も多く，
前十字靭帯損傷が代表的である１３）。また，モーグル競技
の場合は，コブからの衝撃を吸収しながらターン操作し
て滑走するため，腰痛を訴える選手も少なくない４６）。傷
害を有した状態での練習の取り組みは，技術習得が不十
分となり，選手やコーチたちが求めるパフォーマンス発
揮は困難となる。技術習得は練習の積み重ねの結果得ら
れるものであり，競技力向上のためには練習を継続する
ことができる基礎体力の充実化と競技特性を踏まえた専
門体力が必要条件といえる。
トータルサポート研究分野では，冬季スポーツ競技に
おけるサポートの一環として，体力測定やコンディショ
ニング相談等を展開している。そこで，本研究は，２０１０
年度から２０１２年度において行われた体力測定の結果を報
告し，北海道に活動拠点をおくフリースタイルモーグル
選手の体力特性について把握することを目的とした。
Ⅱ．方 法
本研究の対象は，北海道スキー連盟および札幌スキー
連盟フリースタイル強化指定選手であった。年代として
は，高校生以上をシニア，高校生未満をチルドレンに区
分した。
体力測定は，シーズンが終了し基礎体力づくりが始ま
る６月上旬，シーズンイン直前の１０月下旬の年２回行わ
れた。本研究では，２０１０年度から２０１２年度の３期にわた
る計６回の体力測定を分析対象期間とした。
体格の測定項目は，身長，体重および体脂肪率であっ
た。体重および体脂肪率は InBody７３０（Biospace）を用
いて計測した。
体力測定は，筋力，敏捷性，走力，全身持久力，柔軟
性の５つに大別して行われた。筋力は下肢，上肢，体幹
に区分し，下肢は立ち幅跳び，立ち５段跳び，トリプル
ホップ，垂直跳びを採用した。上肢の筋力測定として，
握力および懸垂を採用した。体幹の筋力測定は上体起こ
しを行った。敏捷性として反復横跳び，走力として５０ｍ
走，全身持久力として２０mシャトルラン，柔軟性とし
て立位体前屈を採用した。
体力測定のうち，立ち幅跳び，握力，上体起こし，反
復横跳び，５０ｍ走，２０ｍシャトルランは文部科学省の新
体力テストの実施要領に準じて行われた。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）整形外科北新病院
３）NTT東日本札幌病院整形外科
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立ち５段跳びの測定は，両足で同時に踏み切って前方
へ跳び，右・左・右・左・両足着地または左・右・左・
右・両足着地による距離を計測した。立ち５段跳びの記
録は，踏み切り線から直角に，最も近い着地点（通常，
後足の踵）までの距離をメジャーにより計測した。
トリプルホップの測定は，片足で踏み切って前方へ３
歩跳躍した距離を左右それぞれ実施した。トリプルホッ
プの記録は，踏み切り線から直角に，最も近い着地点
（通常，後足の踵）までの距離をメジャーにより計測した。
垂直跳びの測定は，手の反動を許したカウンタームー
ブメントジャンプにより記録した。測定機器は，ジャン
プMD デジタル垂直とび測定器（竹井機器工業）を用
いた。具体的には，被験者は膝伸展位の立位姿勢を開始
肢位として，膝を曲げて最大努力下のジャンプ動作を
行った。
立位体前屈の測定は，台の上に両足を揃えて踵をつけ
て立ち，両手を揃えて指先を伸ばした状態で反動をつけ
ずにゆっくりと体幹を前屈した距離を計測した。
体力測定の結果は，２０１０年度から２０１２年度の計６回に
おいて，シニアおよびチルドレンの年代を男女ごとに記
述統計処理を行った。
Ⅲ．結 果
男子シニア，女子シニア，男子チルドレン，女子チル
ドレンの体格および体力測定の結果をそれぞれ表１，表
２，表３，表４に示した。
体格に関して，男子シニア選手は平均身長１６６．７㎝～
１６９．４㎝，平均体重５８．９㎏～６２．８㎏，平均体脂肪率９．４％
～１４．５％であった。次いで，女子シニア選手は平均身長
１５４．９㎝～１５８．０㎝，平均体重５０．２㎏～５１．３㎏，平均体脂
肪率１７．７％～２４．４％であった。中学生が中心であった男
子チルドレン選手は平均身長１５４．６㎝～１５７．１㎝，平均体
重４２．６㎏～４７．６㎏，平均体脂肪率１５．６％～１６．６％であっ
た。最後に，女子チルドレン選手は平均身長１４７．５㎝～
１５３．６㎝，平均体重４１．０㎏～４４．７㎏，平均体脂肪率２０．２％
～２１．１％であった。
立ち幅跳びに関して，年代別にみた平均値の範囲は男
２０１０年６月 ２０１０年１０月 ２０１１年６月 ２０１１年１０月 ２０１２年６月 ２０１２年１０月
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
人数 ４ ５ ２ ２ ３ ６
体格 身長（cm） １５７．９ ２．８ １５８．０ ２．７ １５７．８ ４．９ － － １５７．８ ２．７ １５４．９ ５．２
体重（kg） ５０．６ ７．２ ５１．３ ７．０ ５０．８ １．１ － － ５０．２ １．５ ５０．６ ２．８
体脂肪率（％） １７．７ ２．６ ２４．２ ５．９ ２１．９ ０．３ － － ２０．３ ０．１ ２３．０ ２．４
筋力（下肢） 立ち幅跳び（ｍ） １．９８ ０．３７ １．８９ ０．１７ １．９７ ０．１１ １．８６ ０．１３ １．９６ ０．０５ １．９７ ０．０８
立ち５段跳び（ｍ） ９．２９ ０．８６ ９．０４ ０．７２ ９．０５ ０．９２ ８．７０ ０．４９ ９．３３ ０．７７ ９．４８ ０．９６
トリプルホップ，右（ｍ） ４．８１ ０．８８ ４．８９ ０．４４ ４．７９ ０．４７ ４．５８ ０．２５ ４．９５ ０．７４ ４．９２ ０．４５
トリプルホップ，左（ｍ） ４．９７ ０．４６ ４．８４ ０．３３ ４．５７ ０．２４ ４．６１ ０．０８ ４．９７ ０．３４ ４．８８ ０．４４
垂直跳び（cm） ４４．０ ８．５ ４３．６ ３．２ ４２．０ ７．１ ４５．０ ０．０ ４３．０ ４．６ ４１．１ ４．９
筋力（上肢） 握力，右（kg） ３０．５ ８．１ ３４．８ ５．７ ３６．０ － ２７．７ ３．３ ３２．０ １．７ ２８．４ ３．３
握力，左（kg） ２９．４ ６．１ ３２．８ ５．７ ３１．０ － ２６．０ ５．７ ２９．８ １．８ ２８．２ ２．５
懸垂（回） ０．８ １．０ １．４ １．３ １．５ ２．１ ０．０ ０．０ １．０ １．０ ０．８ ０．８
筋力（体幹） 上体起こし（回） ３０．０ １．８ ３２．７ ４．５ ２７．０ １．４ ３４．０ ２．８ ３３．０ ３．０ ２９．８ ４．９
敏捷性 反復横跳び（回） ４９．０ １．４ ５３．０ ３．６ ５１．５ ２．１ ５６．０ １．４ ５３．７ １．５ ５４．８ ３．３
走力 ５０ｍ走（秒） ８．３ ０．３ ８．２ ０．４ ８．５ ０．７ ８．８ － ８．５ ０．０ ８．４ ０．５
全身持久力 ２０ｍシャトルラン（回） ６６．０ ２０．９ ８２．５ ７．０ ７４．５ ９．２ ８４．０ １．４ ７９．５ ６．４ ７７．７ １０．３
柔軟性 立位体前屈（cm） － － １８．４ ３．５ １６．５ ３．５ ２１．５ ２．１ １９．５ ３．１ ２０．４ ５．６
２０１０年６月 ２０１０年１０月 ２０１１年６月 ２０１１年１０月 ２０１２年６月 ２０１２年１０月
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
人数 １５ １０ ７ ９ ７ １５
体格 身長（cm） １６７．７ ４．６ １６８．２ ４．７ １６６．７ ３．２ １６９．６ ３．１ １６９．４ ２．１ １６８．７ ３．９
体重（kg） ６０．９ ７．０ ６２．８ ５．７ ５９．０ ６．７ ５８．９ ５．７ ６０．０ ６．４ ６１．７ ５．７
体脂肪率（％） ９．４ ３．７ １４．５ ４．３ １２．７ ５．２ １０．８ ２．２ １１．５ ２．１ １４．２ ３．９
筋力（下肢） 立ち幅跳び（ｍ） ２．５４ ０．２６ ２．３１ ０．２０ ２．４２ ０．３０ ２．５０ ０．２０ ２．４６ ０．２３ ２．３７ ０．１９
立ち５段跳び（ｍ） １２．０４ １．２５ １１．３６ ０．９２ １１．１５ ０．９８ １１．９２ １．０２ １１．６３ １．０８ １１．４６ ０．８２
トリプルホップ，右（ｍ） ６．３４ ０．６３ ５．９８ ０．５７ ５．９３ ０．４２ ６．４６ ０．５４ ６．２９ ０．６０ ６．２５ ０．４５
トリプルホップ，左（ｍ） ６．３９ ０．６２ ５．８３ ０．５５ ６．０２ ０．５９ ６．３５ ０．５４ ６．２８ ０．７０ ６．００ ０．５１
垂直跳び（cm） ６１．６ ５．７ ５８．１ ５．１ ５５．５ ５．７ ６１．１ ５．３ ５８．２ ８．０ ６１．１ ８．０
筋力（上肢） 握力，右（kg） ４５．９ ６．７ ４５．９ ５．１ ４１．８ ４．７ ４４．６ ４．４ ４５．８ ３．５ ４２．９ ６．６
握力，左（kg） ４３．７ ７．１ ４３．０ ６．４ ３８．１ ３．３ ４０．７ ３．１ ４１．４ ２．１ ４０．９ ６．９
懸垂（回） ９．９ ４．９ ９．４ ５．０ ８．９ ５．８ ９．５ ４．５ ９．１ ４．８ ７．９ ５．４
筋力（体幹） 上体起こし（回） ３２．６ ４．２ ３２．９ ３．０ ３０．９ ５．５ ３５．８ ５．１ ４０．４ ５．８ ３５．０ ６．３
敏捷性 反復横跳び（回） ５７．１ ５．９ ５７．３ ３．３ ５５．０ ３．１ ６０．４ ３．９ ６４．７ ４．８ ６２．０ ４．０
走力 ５０ｍ走（秒） ６．８ ０．６ ７．０ ０．５ ７．４ ０．４ ６．７ ０．４ ７．０ ０．４ ７．１ ０．４
全身持久力 ２０ｍシャトルラン（回） ９０．９ １２．２ ９７．４ １８．９ １０１．３ １３．９ １１５．３ １１．２ １１２．８ １４．８ １０１．９ １３．７
柔軟性 立位体前屈（cm） － － １４．５ ８．８ １２．７ ５．５ １８．０ ６．２ １８．４ ５．２ １６．５ ６．８
表１ 男子シニア選手の体格および体力測定の結果
表２ 女子シニア選手の体格および体力測定の結果
北海道フリースタイルモーグル選手の体力特性
―７８―
子シニア選手２．３７ｍ～２．５４ｍ，女子シニア選手１．８６ｍ～
１．９８ｍ，男子チルドレン選手１．９３ｍ～２．１７ｍ，女子チル
ドレン選手１．６７ｍ～１．８３ｍであった。
立ち５段跳びに関して，年代別にみた平均値の範囲は
男子シニア選手１１．１５ｍ～１２．０４ｍ，女子シニア選手８．７０
ｍ～９．４８ｍ，男子チルドレン選手９．７５ｍ～１０．４６ｍ，女
子チルドレン選手８．０６ｍ～８．９６ｍであった。
トリプルホップの平均値の範囲を年代別にみると，男
子シニア選手５．８３ｍ～６．４６ｍ，女子シニア選手４．５７ｍ～
４．９７ｍ，男子チルドレン選手４．９３ｍ～５．５２ｍ，女子チル
ドレン選手３．８７ｍ～４．７２ｍであった。
垂直跳びは，平均値の範囲が男子シニア選手５５．５㎝～
６１．６㎝，女子シニア選手４１．１㎝～４５．０㎝，男子チルドレ
ン選手４４．３㎝～５０．２㎝，女子チルドレン選手３６．８㎝～４４．２
㎝であった。
上肢筋力の握力に関して，年代別にみた平均値の範囲
は男子シニア選手３８．１㎏～４５．９㎏，女子シニア選手２６．０
㎏～３６．０㎏，男子チルドレン選手２４．０㎏～３０．８㎏，女子
２０１０年６月 ２０１０年１０月 ２０１１年６月 ２０１１年１０月 ２０１２年６月 ２０１２年１０月
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
人数 ３ ７ ９ １３ １２ ５
体格 身長（cm） １５４．６ １１．５ １５６．６ ９．０ １５５．２ １０．６ － － １５７．１ ９．２ １５５．１ ９．１
体重（kg） ４２．９ １０．０ ４５．３ ７．５ ４３．４ ９．４ － － ４７．６ ９．７ ４２．６ ６．７
体脂肪率（％） １５．６ ５．３ １６．０ ３．１ － － － － １５．８ ５．１ １６．６ ３．１
筋力（下肢） 立ち幅跳び（ｍ） ２．１４ ０．２８ １．９３ ０．２２ １．９７ ０．２８ １．９５ ０．２５ ２．１７ ０．２３ ２．０５ ０．１６
立ち５段跳び（ｍ） １０．２０ １．０１ ９．８２ ０．８５ １０．１４ １．４２ ９．７５ １．３０ １０．４６ １．０１ １０．２０ ０．６８
トリプルホップ，右（ｍ） ５．３８ ０．７４ ５．１６ ０．３９ ５．２８ ０．７６ ５．１３ ０．７４ ５．５２ ０．７０ ５．３５ ０．４５
トリプルホップ，左（ｍ） ５．２７ ０．６９ ４．９３ ０．５０ ５．３５ ０．８７ ５．１８ ０．７８ ５．４７ ０．７１ ５．１２ ０．４２
垂直跳び（cm） ４７．０ ４．４ ４８．６ ９．９ ４４．３ ７．９ ４７．８ ６．６ ５０．２ ６．７ ４５．８ ６．１
筋力（上肢） 握力，右（kg） ２４．３ ９．８ ２７．８ ５．８ － － ２９．１ ８．９ ３０．８ １０．１ ２９．０ ８．２
握力，左（kg） ２４．０ １０．４ ２６．６ ７．２ － － ２７．６ ８．４ ３０．４ １０．３ ２４．６ ９．７
懸垂（回） ４．７ ３．５ ２．８ ４．０ ２．６ ３．９ ３．２ ３．４ ４．０ ４．２ ４．８ ４．１
筋力（体幹） 上体起こし（回） ２４．７ １．２ ２７．３ ３．２ ２５．４ ４．０ ２７．５ ４．４ ３０．３ ３．１ ２７．６ ３．９
敏捷性 反復横跳び（回） ４８．０ ２．０ ５０．９ ３．０ ４８．３ ５．２ ５２．５ ５．２ ５５．９ ７．３ ５４．４ ３．０
走力 ５０ｍ走（秒） ８．２ ０．８ ８．１ ０．５ ８．２ ０．６ ７．８ ０．６ ７．６ ０．５ ７．９ ０．５
全身持久力 ２０ｍシャトルラン（回） ８１．３ １５．０ ７６．７ ２４．８ ７２．９ １１．８ ７９．９ １５．７ ８５．９ １６．９ ９０．８ ４．９
柔軟性 立位体前屈（cm） － － － － ４．９ ７．９ ９．８ ６．６ １１．１ ６．２ ９．６ ３．８
２０１０年６月 ２０１０年１０月 ２０１１年６月 ２０１１年１０月 ２０１２年６月 ２０１２年１０月
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
人数 ４ ３ ６ ８ １１ ６
体格 身長（cm） １４７．５ ５．４ １４９．８ ５．０ １５１．２ ７．５ － － １５０．１ ４．３ １５３．６ ７．６
体重（kg） ４１．０ ７．７ ４２．２ ８．２ ４４．７ ６．５ － － ４３．５ ５．４ ４３．４ ３．８
体脂肪率（％） ２０．９ ５．０ ２１．１ ５．５ － － － － ２０．５ ４．７ ２０．２ ４．０
筋力（下肢） 立ち幅跳び（ｍ） １．６７ ０．１２ １．６７ ０．０６ １．７９ ０．０７ １．７７ ０．０８ １．８２ ０．１２ １．８３ ０．０８
立ち５段跳び（ｍ） ８．０６ ０．４４ ８．４３ ０．３２ ８．６２ ０．２６ ８．７８ ０．１８ ８．９６ ０．４５ ８．８６ ０．４５
トリプルホップ，右（ｍ） ４．００ ０．４３ ３．８７ ０．４０ ４．４６ ０．４０ ４．４７ ０．３５ ４．５８ ０．３１ ４．７２ ０．３１
トリプルホップ，左（ｍ） ３．９５ ０．２４ ４．１８ ０．４１ ４．５３ ０．３０ ４．５１ ０．５５ ４．５０ ０．３９ ４．６１ ０．３３
垂直跳び（cm） ３６．８ ５．３ ３８．７ ２．３ ３８．３ ４．１ ４１．９ ５．６ ４０．７ ３．２ ４４．２ ２．８
筋力（上肢） 握力，右（kg） ２２．６ ２．９ ２６．２ ３．９ － － ２６．９ ４．０ ２３．７ ４．２ ２５．７ ５．０
握力，左（kg） ２２．８ ３．８ ２６．３ ３．６ － － ２６．８ ３．２ ２３．４ ５．４ ２４．８ ５．０
懸垂（回） １．０ １．４ ２．０ ３．５ ０．８ １．６ １．３ １．３ ０．８ １．２ １．２ １．０
筋力（体幹） 上体起こし（回） ２１．３ ２．９ ２３．０ １．０ ２４．７ ３．６ ２６．４ ４．２ ２６．２ ７．１ ２８．７ ５．９
敏捷性 反復横跳び（回） ４４．３ １．５ ４６．３ ２．３ ４８．１ ３．２ ４８．０ ４．２ ５１．９ ２．６ ５３．０ ３．７
走力 ５０ｍ走（秒） ８．９ ０．８ ８．５ ０．５ ８．７ ０．６ ８．２ ０．６ ８．２ ０．４ ８．５ ０．３
全身持久力 ２０ｍシャトルラン（回） ６７．８ １２．５ ５８．３ １６．７ ５９．８ ２２．０ ７５．４ ２５．８ ８０．２ ２３．９ ８８．５ ３０．１
柔軟性 立位体前屈（cm） － － － － １４．７ ５．８ １６．２ ６．５ １７．０ ６．１ １６．２ ７．０
全国１９歳 全国１４歳
男子 女子 男子 女子
平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
体格 身長（cm） １７１．７ ５．６ １５８．６ ４．９ １６５．６ ６．５ １５６．８ ５．０
体重（kg） ６２．５ ８．０ ５１．３ ５．９ ５３．８ ８．３ ４９．８ ６．５
筋力（下肢） 立ち幅跳び（ｍ） ２．２９ ０．２１ １．７１ ０．２１ ２．１５ ０．２３ １．７５ ０．２３
筋力（上肢） 握力（kg） ４３．６ ６．６ ２６．９ ４．５ ３５．７ ７．２ ２６．０ ４．６
筋力（体幹） 上体起こし（回） ３０．１ ６．０ ２２．８ ５．９ ３０．２ ５．９ ２４．６ ５．９
敏捷性 反復横跳び（回） ５７．２ ６．８ ４７．５ ５．２ ５５．７ ６．６ ４８．０ ６．０
走力 ５０ｍ走（秒） ７．４ ０．５ ９．１ ０．８ ７．５ ０．６ ８．７ ０．８
全身持久力 ２０ｍシャトルラン（回） ８６．０ ２４．２ ４７．６ １６．５ ９６．２ ２２．２ ６０．７ ２０．８
柔軟性 長座体前屈（cm） ４８．３ １０．７ ４８．９ ９．８ ４８．０ １０．４ ４７．５ ９．６
表３ 男子チルドレン選手の体格および体力測定の結果
表４ 女子チルドレン選手の体格および体力測定の結果
表５ ２０１１年度全国１９歳と１４歳の体格および体力
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チルドレン選手２２．６㎏～２６．９㎏であった。
懸垂は男子シニア選手８回～１０回，女子シニア選手０
回～２回，男子チルドレン選手２回～５回，女子チルド
レン選手０回～２回であった。
体幹筋力の指標である上体起こしに関して，男子シニ
ア選手３１回～４０回，女子シニア選手２７回～３４回，男子チ
ルドレン選手２５回～３０回，女子チルドレン選手２１回～２９
回であった。
敏捷性の指標である反復横跳びに関して，年代別にみ
た平均値の範囲は男子シニア選手５５回～６５回，女子シニ
ア選手４９回～５６回，男子チルドレン選手４８回～５６回，女
子チルドレン選手４４回～５３回であった。
疾走力の指標である５０ｍ走に関して，平均値の範囲は
男子シニア選手６．７秒～７．４秒，女子シニア選手８．２秒～８．８
秒，男子チルドレン選手７．６秒～８．２秒，女子チルドレン
選手８．２秒～８．９秒であった。
全身持久力の指標である２０ｍシャトルランに関して，
年代別にみた平均値の範囲は男子シニア選手９１回～１１５
回，女子シニア選手６６回～８４回，男子チルドレン選手７３
回～９１回，女子チルドレン選手５８回～８９回であった。
最後に，柔軟性の指標である立位体前屈は，平均値の
範囲が男子シニア選手１２．７㎝～１８．４㎝，女子シニア選手
１６．５㎝～２１．５㎝，男子チルドレン選手４．９㎝～１１．１㎝，
女子チルドレン選手１４．７㎝～１７．０㎝であった。
Ⅳ．考 察
本研究の目的は，２０１０年度から２０１２年度において行わ
れた体力測定の結果を報告し，北海道に活動拠点をおく
フリースタイルモーグル選手の体力特性について把握す
ることであった。直近３年間の計６回の体力測定の結果
を新体力テストに基づく全国青少年の平均値と比較する
と（表５），北海道フリースタイルモーグル選手の体格
はシニア期の体重を除いて低い傾向を示し，あわせてチ
ルドレン期の体力は全国平均と同等からやや低値である
ものの，シニアの体力は全国平均よりも上回っていた。
この結果は，成長期における基礎体力づくりがシニア期
の体力向上に反映されたものと推察する。
体格に関して，身長は女子シニア選手を除いて全国平
均よりも低い傾向を示し，体重は北海道のチルドレン選
手において全国平均よりも低値を示したが，シニア選手
においてはほぼ全国平均と同等の値であった。北海道の
フリースタイルモーグル選手の体格の特徴として，全国
の青少年と比較すると特段大きな体格を有しているとは
いえない。しなしながら，全国平均と比してやや低身長
であるにも関わらず，体重が全国平均レベルと同等にな
るまで増加し，この増加は筋力が反映する立ち幅跳びや
握力などの体力測定の結果をみると，全身の筋量が増加
したことが示唆される。
体力測定の結果では，チルドレン期からシニア期にか
けて筋量の増加に伴い筋力要素が反映する測定項目にお
いて，全国平均よりも良好な結果を示した。具体的には，
立ち幅跳びに関してチルドレン選手は全国平均レベルで
あるが，シニア選手になると全国平均よりも高値を示し
た。握力，上体起こしおよび走力に関して，チルドレン
選手は全国平均と同等もしくは低値を示したものの，シ
ニア選手は全国平均よりも高値を示した。これらの測定
種目は，下肢・上肢・体幹の筋力を反映し，全身の筋量
増加が測定結果の上昇に結びついているものと推察する。
敏捷性の指標である反復横跳びに関しては，北海道の
モーグル選手は全国同年代と同等レベルかやや高値であっ
た。モーグル競技では，コース上に無数にあるコブに対
して高速下で滑降しながらターン操作を繰り返すことか
ら，このターン操作はサイドステップの反復動作ともい
える。そのため，モーグルの競技特性として横方向への
敏捷性能力が求められる。２０１０年度時点では，北海道の
モーグル選手は全国平均とほぼ同等のレベルにあった
が，２０１１年度以後では全国平均よりも高値を示している
ことから体力トレーニングの成果が現れてきているもの
と推察する。
全身持久力において，男子チルドレン選手を除いて，
北海道のモーグル選手は全国平均よりも高い値を示した。
モーグル競技は，全長２３５ｍ±３５ｍ，斜度２８°±４°の斜
面を３０秒前後のタイムで滑走するため，エネルギー供給
系としては間欠的能力の向上を目指す必要がある。間欠
的能力向上のためのトレーニングにおいては，基礎体力
として全身持久力が欠かせない。反復横跳びの経時的変
化と同様に，２０１１年度以後に全身持久力も向上しており，
北海道のモーグル選手の全身持久力の高さは，ここ数年
来の夏季トレーニングにおける走り込み等の成果が反映
されたものといえる。
モーグル競技は，ターン，エア，タイムの３項目を得
点化して勝敗を競う採点種目であり，ターン点は全体の
５０％を占め，残りの２５％ずつがエア点とタイム点に配点
される。このような配点を踏まえると，いかに正確なター
ンで高速にて滑降し，その中で精度と難易度の高いエア
を実施するかが高得点を獲得することにつながる。ター
ンの採点基準は，スタートからゴールまでのフォールラ
インが一直線であること，カービングターンを実施して
いること，コブに対する吸収と伸展動作，上体が斜面に
対して正対を保持していることの４項目が重要である。
エアにおいては，フォームや着地といった質，エアの高
さと距離，円滑な実施が判断基準である。高速下での滑
降はコブから強い衝撃を受けることになるため，その衝
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撃を緩衝するための吸収動作が求められる。このような
モーグルにおけるスキー滑走は，上体を動かさずに床面
である雪面に対して上下動するようなスクワット動作を
繰り返すことになる。衝撃吸収をしながらカービングター
ンを行うためには，安定した体軸と股関節の大きな可動
性および脚力が求められる。体軸の不安定性は膝損傷の
危険因子となりうることから７，８），体幹強化はモーグル
競技における傷害予防はもちろんのこと競技力向上にも
必須となる体力向上要素であるといえる。
結論として，北海道に活動拠点をおくフリースタイル
モーグル選手は，全国青少年と比較すると，身長がやや
低値であるものの，基礎体力向上トレーニングの経年的
な実施により筋力強化が図られ，モーグル競技特有の反
復したターン操作に必要な脚力と敏捷性が向上するもの
といえる。また，本研究では，比較対照が本邦の全国青
少年であることから，モーグルの競技者としての体力特
性を述べるには限界がある。今後の課題として，モーグ
ルという競技特性を反映する体力特性を把握するために
も，高速滑降でコース上にあるコブに対するターン操作
を反映する下肢の吸収と伸展の能力と，それを続ける間
欠的能力を反映する体力要素の把握があげられる。
付 記
本研究は，平成２３年度から平成２５年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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